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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  鈴木智 

日 時 平成２８年６月１４日（火曜日） 
開 議   午後 ５ 時 ００ 分 

閉 議   午後 ５ 時 ２５ 分  

出席委員 
○藤本 奥野 田中 小島 木曽 石野  ＜西口議長＞＜福井副議長＞ （委員外議員）酒井 

（欠席：堤委員長） 

執行機関 

出席者 
 

 

事務局 

出席者 

 

門事務局長、山内次長、船越副課長、鈴木議事調査係長、三宅主任、池永主任   

        

傍聴 可 市民１名 報道関係者０名 議員０名（ ） 

会 議 の 概 要 
 

１７：００ 

〔藤本副委員長 開議〕 
１ ６月１６日本会議の議事について 

〔事務局長 説明〕  
 

２ 陳情・要望について 

〔事務局長 説明〕  
 
３ 平成２８年９月定例会の決算審査について 

〔事務局長 説明〕  
＜藤本副委員長＞ 

 各会派での検討結果について報告を。 

＜石野委員＞ 

 従来通り分科会方式でよい。 

＜木曽委員＞ 

 分科会方式でよい。 

＜田中委員＞ 

 従来通りの方法でよい。 

＜藤本副委員長＞ 

 従来通りの方法で実施することとする。 

―全員了― 

 

４ 政策研究会について 

〔事務局長 説明〕  
＜藤本副委員長＞ 

 政策研究会のメンバーである小島委員から概略について説明いただきた

い。 

＜小島委員＞ 

 本市は６８％が山林であり、農地は１０．６％を占める。このため農林業
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を観光、福祉、環境、教育など各施策に活用できないかを研究した。福祉

事業所との意見交換や林業大学校、三重県の小学校等への視察を行った。

その結果、「（仮称）かめおかネイチャーチャレンジプログラム」を提言

したい。 

＜福井副議長＞ 

 政策研究会としては理事者へ提言したいと考えている。 

＜木曽委員＞ 

 まずは提言する内容を議会運営委員会に出していただきたい。 

＜議事調査係長＞ 

 政策研究会については、本年４月から協議等の場の位置づけとはなってい

ないことをまずご理解いただきたい。また、政策研究会の運用については、

研究成果を議会運営委員会に報告することとなっている。その後、議会運

営委員会で研究成果の取り扱い方法を決定することとなっており、本日は

その取り扱いを決定いただきたいと考えている。 

＜福井副議長＞ 

 提言書の形にして再度議会運営委員会に提出させていただきたい。 

＜藤本副委員長＞ 

 政策研究会から提言書の形にして再度提出いただくこととする。 

＜事務局長＞ 

 政策研究会に提言書の形にしていただき、次回の議会運営委員会に提案い

ただき、ご協議いただくこととする。 

 

５ 議会基本条例検証及び見直しに係るスケジュールについて 

〔事務局長 説明〕  
＜藤本副委員長＞ 

事務局の説明のとおり、基本条例の検証を行う議会運営委員会は６月３０

日に開催することでどうか。 

＜石野委員＞ 

 ６月３０日でよい。 

＜木曽委員＞ 

 ６月３０日でよい。 

＜田中委員＞ 

 ６月３０日の午前中がよい。 

＜藤本副委員長＞ 

 ６月３０日の午前１０時から開催する。 

― 全員了 ― 

 

６ その他 

（１）議会だよりの議運視察原稿  
〔事務局長 説明〕  
＜藤本副委員長＞ 

 原稿の作成について、議会運営委員会副委員長に一任いただくことでよい

か。  
― 全員了 ― 
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（２）当面の会議予定  
〔事務局長 説明〕  
＜藤本副委員長＞ 

 酒井委員外議員の発言を許可する。 

＜酒井議員＞ 

 スタジアムに関する特別委員会の設置を今定例会中にするべきと考える。

様々な意見がある中で、議員間でしっかりと議論するべき。私だけが言っ

ているのではなく他の議員もそのように考えられている。 

＜藤本副委員長＞ 

 各委員の意見を聞きたい。 

＜石野委員＞ 

 会派で検討したい。 

＜木曽委員＞ 

 設置することはよいと考えるが、いつ設置するかについては慎重に考えた

い。 

＜田中委員＞ 

 設置については会派で検討したい。設置するのであれば６月２２日の議会

運営委員会で諮り、２３日の本会議で設置することとなる。このあたりの

スケジュールをみながら考えたい。 

＜藤本副委員長＞ 

 次回の議会運営委員会で検討することとする。 

 

      １７：３５ 


